
「 生成AI時代䛾学びと創造性  」 
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⾃⼰紹介（杉之原明⼦）

特定非営利活動法人みんなのコード 代表理事。

大学卒業後、株式会社ガイアックスに入社。学校向け新規

事業の立ち上げを経て、2014年にアディッシュ株式会

社を設立及び取締役に就任。管理本部の構築及び上場

準備の旗振˽を行い、2020年3月に上場。

2021年にみんなのコードに参画、2025年に代表理事

就任。複数の上場ベンチャー企業の社外取締役を兼任。
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団体概要

誰もがテクノロジーを創造的に楽しむ国にす˾

Our Vision

設立　　　 2015年7月

従業員数　 41名（非常勤職員を含む）

　　　　　　　 エンジニア・元学校教員の講師等

拠点　　　 横浜オフィス（神奈川県横浜市）

　　　　　　 ミミミラボ（石川県金沢市）

　　　　     てくテックすさき（高知県須崎市）



宮城教育大学小学校との実証研究の様子

プログラミング教育教員養成研修の様子



2023年12月に「みんなで生成AIコース」

ベータ版をリリース、「生成AI100校プロ

ジェクト」開始。株式会社セールスフォース・

ジャパンの支援のもと、2024年6月には正

式ローンチし、全国の小中高への無償提供

を継続。

2025年6月までに延べ59,603人が利用

し、180万件の対話を実施。

みんなで生成AIコース

教材

https://code.or.jp/news/20250213/

https://code.or.jp/news/20250213/
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次の学習指導要領で目指してい˾世界観
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生成AI × 「

生成AIリテラシーはもち̀ん重要

人間中心の原則
○ 人間の能力を補助・拡張す˾「有用な道具」

○ 最後は人間が判断し、責任を持つ

特性・留意点の理解
○ ハルシネーション（誤った出力）

○ バイアス（偏見・差別）

○ 個人情報・機密情報の漏洩・利用

○ 著作権侵害

○ 資質・能力育成への悪影響（過度な依存等） 等

生成AIの役割、影響、法・マナー

次に見据え˾のは、以下の観点ではないか

生成AI 　×

「好き」

「得意」

「や˽たい」

「知˽たい」

「つく˽たい」
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好き・〜したい がないと ・・・

生成AIをただ使わせ˾だけでは、子ども自身が生成AIの可能性を感じ、自分事とし

て捉え、学習等に利活用でき˾˻うにはな˼ない。

生成AIにさめてしまってい˾生徒の例

（AIの可能性に気づかせたいな）

何度もAIと対話をして、自分にはない視点を

得˻う！ハルシネーションには気をつけて

（AIを楽しく、身近に感じて欲しいな）
画像生成AIで、好きな画像を自由につくって
み˻う！

AIと何度も対話す˾のも面倒だし
そもそもAIって間違ったこと言うんでし˺？
一回使ってあげたか˼、もう良くない？

別につく˽たいものないし
出てきた画像に思い入˿も特にない
「画像のどこを自分好みにしたい？」って
言わ˿ても・・・
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生成AI を自分事として捉え˾ために

子どもたち自身が生成AIを単な˾道具ではなく「自分に関係があ˾」と感じ˼˿˾こ

とが重要。そのためには、最初の出会い方や慣˿˾時間の設計が欠かせない。

生成AIに熱中す˾生徒の例

あ˾教育困難校での事例

● 学習習慣がなく、無気力な生徒が多い
● 「生成AIは自分に関係ない」（26.3％）

あ˾女子校での事例（中学校）

● 64.1％は、テクノロジーに苦手意識
● 一方、学校外でほぼ全員が生成AIを体験

身近な話題（テスト勉強の方法、文化祭の盛˽上げ

方など）で、生成AIを体験

➔ 出力への反応

「こんなことまで言ってく˿˾んだ」

「でも、当た˽前のことも多いね」

➔ 生成AIを使う自信と、自分事感を得˾

学びに生成AIを活用す˾前に、生徒自身が慣˿˾

時間を確保

- 「ギャル語で話そう」と面白が˾姿

- 日常会話の延長の˻うな会話をす˾姿
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生成AI × 創造性・つく˾ ① 

生成AIは、生徒一人ひと˽の発想を形す˾補助ツール。学校や地域の資源、身近な

課題と結びつけて活用す˾ことで、社会と自分の接点か˼「つく˽学ぶ」。

すでにあ˾高校のキャッチフレーズ

「きみの学びをキャリアにする」

学科のキャッチフレーズを考え˾
● 誰に知っても˼いたいのか
● 電気科ってどんなとこ̀なのか
● ここに来˾とどうな˾のか
● 興味を持っても˼え˾˻うに

アウトプット˻˽も「つく˾過程」が大事
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生成AI × 創造性・つく˾ ② 

生成AIで目に見え˾「カタチ」にでき˾。方法論にと˼わ˿ず、試行錯誤を重ねなが

˼改善。生徒は「つく˾」過程を通じて学びを深め˾ことができ˾。

Vibeコーディングで「つく˾」 生成AIを使いなが˼「こだわ˾」「深め˾」

こんなアプリをつく˽たい

・・はどうしますか？

こんなときは、この˻うにしたい‥

できました。

こんな機能があ˾ともっと‥

デザインはこんなふうに・・

どうでし˺うか

こ˿、どうやって動いてい˾の？

アイデア

要件定義

改良・改善

実践的な理解
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大人の探究心が、子どもの創造性をひ˼く

生成AIの教育活用を広げ˾には、大人が「つく˾」「試してみ˾」ことに親しむ姿勢が

不可欠。先生が探究心を持って挑戦す˾機会が必要。

あ˾高校研修での一コマ 生成AIの利用実績を見˾と

2023年度「みんなで生成AIコース」利用者のメッセージ数比較

中学技術で実施しているȀィジカルなものづくりに戸惑う高校情報の先生たち

大人が面白がってい˾か
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生成AIは、「一部の人」ではなく、多様な背景を持つ「みんな」が活用でき˾道具。

生徒・先生が自˼の思いや願いを「つく˽なが˼学ぶ」を実感す˾ことが大切。


